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議会活動フォト
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①  下村博文 文部科学大臣とともに（金沢にて）
父親を小さい時に交通事故で亡くされ、大変苦労して大臣にまでなら
れた方です。

②  金沢市立工業高校相撲部
卯辰山の金沢大会に続いてインターハイでも優勝しました。

③  小中一貫校を視察
青森県の三戸学園にて小中一貫教育の授業や校舎を見学させていただ
きました。

④  意見交換会を開催
市民の方々と議会との初めての意見交換。議会改革の一環であり、年
間に数回開催される予定です。

金 沢 市 議 会 議 員

《喜多浩一プロフィール》
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野町に生まれる
藤蔭幼稚園卒
森山町小学校卒

星稜中学校卒

金沢泉丘高校卒

早稲田大学卒

今村証券株式会社入社
　　　　〃　　　退社
金沢市議会議員選挙に初当選

野町校下青年会・野町弥生消防分団所属
金沢市泉本町に在住
資格：証券アナリスト・ファイナンシャルプランナー
　　　宅地建物取引主任者
家族　妻、長男（米泉ドジャース→石川中央ボーイズ）、
　　　次男（小学生）

（剣道部主将）

（金沢東警察署で少年剣道）

（剣道部主将）
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私が皆様から市議会議員の議席をいただいた平成23年4月24日の市議会議員選挙から約3年半が経ちま
した。残りの任期もわずかになり、皆様に4年間の総括をご報告する時期になりました。今後、市政報告
会などを順次開催し、皆様に私の4年間の活動をご報告していく予定であります。
この3年半の議員生活は、私が経験してきた約14年間のサラ―リーマン生活を根底から一変させ、家族

も含めて毎日が戸惑いと試行錯誤の連続でした。議員とはどうあるべきか。今後の世の中の方向性はどう
なのか。市民の方々の暮らしはどうしたらよくなるのか。考えればきりがない永遠の課題を、走りながら
動きながら考え続けた3年半でした。さらに言えば、私の人生において経験した事が無いかけがえのない
期間であったと言えます。
市民の方々から見れば、まだまだもの足りない点も多く、喜多浩一もっと頑張れとの声を常日頃からお

聞きするたびに、自分の力のなさ、努力不足を痛感させられました。残りの任期に少しでも多くの諸課題
を克服していき、市民の皆様に喜多浩一を金沢市議会議員にしてよかったと少しでも思っていただけるよ
う、奮励努力していく所存です。今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。　　　　(喜多浩一)

新人市議会議員としての任期も残りわずか
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北國新聞や建設工業新聞などに取り上
げられた記事の一部を掲載しました。

北國新聞 2014年６月１日付朝刊

北國新聞 2014年６月 20日付朝刊

北國新聞 2014年６月 20日付朝刊

北國新聞 2014年５月 23日付朝刊

建設工業新聞 2014年６月 20日付朝刊

平成26年定例第１回市議会での主な一般質問と答弁の要約

⦿旧小学校校舎などの活用について
〈喜多浩一〉
統合などによる旧校舎の活用は、これからいくつかの地区で想定されてくると思われます。施設
管理者としての本市は、今後、このような学校施設の跡地利用に対してどのような基本方針で臨
まれるのか、市長のお考えをお聞きいたします。
〈山野市長〉
重点戦略計画の中で、まちなかの旧小学校を活用した生涯学習施設を再編し、地域の青少年や高
齢者などを核とした市民の交流拠点として、再整備することを検討していくこととしています。
今後、まずは具体的に、その学校の地域の方々のご意見、ご意向をお聞きしながら、耐震化の状
況や他の公共施設との配置状況などを考慮した上で、将来にわたって有効に使ってもらえるよう
な施設にしていきたいと考えています。

⦿子ども・子育て支援新制度への対応について
〈喜多浩一〉
新制度が実施され、それが定着するかどうかは、私立幼稚園が円滑にこの新制度に移行できるか
否かにかかっており、市町村が実施主体となってきた保育に加え、幼児教育についても担当する
こととなりますが、幼児教育の重要性についてどのようにお考えかお聞きいたします。さらに、
担当部署には幼児教育に理解がある人材の配置が必要かと考えますが、担当部署の今後の取組み
などもお答え願います。
〈山野市長〉
これまでは私立学校振興助成法に基づき、幼稚園のことは一義的に県が対応してきました。ただ、
本市も子どもたち全般に対するさまざまな施策を行ってきたところであります。今年度から幼稚
園に関する事務を金沢市が受けまして、こども福祉課に移管いたしました。保育所とともに、一
元的に支援することにしたところであります。新制度の実施に伴いまして、幼児教育に関する研
修や支援を行うこととなりますので、今後、必要な体制について検討していきますし、幼稚園関
係者とも連携を密にとっていきたいというふうに考えています。

⦿農業の6次産業化について
〈喜多浩一〉
今後、企業参入による農業の6次産業化はＴＰＰや農協改革などの問題のいかんを問わず、さら
に進展していくものと考えられます。本市として、今補正予算に6次産業化ネットワーク活動支
援事業費が新しく計上されていますが、地域農業を活性化するための
戦略に今まで以上に企業との連携を組み込んでいくべきと考えますが、
この点についてお聞きいたします。
〈山野市長〉
農業者が企業と連携し、商品開発や販路の開拓を行っていくというこ
とは、農産物に付加価値をつけることになりますし、出荷量の増大に
大きく寄与していくことにもなります。農業の6次産業化は積極的に
促していきたいと考えています。

喜多浩一関連記事
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